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く分かるんですけど、ただ、やっぱ、Actor Network 論とか、Michel Foucault の統治性の議論と
は、それはちょっとずれる部分があるんじゃないかという気がしています。つまり、Foucault と


















































































Whitehead と Latour の Actor Network 論のつながりについて 












と Buruno Latour のつながりについて、もしご自身のお考えがある部分があったら、教えていた
だきたいなって思うんですね。論文とか今日のお話だと、そこまで具体的に明示的にはお話し
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Twitter でのつぶやきとかを見ていても、結構うすら寒い感じがしたので、とても共感する部分
があって、何か気持ち悪いなと思っていたことをやってくれていたので、すごく面白かったで
す。たぶん今回は、基本的に、自衛隊的なるものというか、自衛隊が市民社会のなかで受け入
れられるようになったプロセスっていうのを、歴史的にも、実際に 3.11 以降からも、かなり詳
細に描きだしているんだろうとは思うんですけど、これは今後の課題なのかもしれないですけ
ど、結局、自衛隊がどういう新しいインフラストラクチュアを作り上げたのかっていうことに
関しては、十分には分からなかったかなっていう気がしています。レスキュー・エージェント
としての軍隊のイメージが強まったとか、軍事的合理性が市民社会のなかに侵入していったっ
ていうことは、すごく分かるんですけど、そこからどういう変化や影響が起きたのかっていう
ことが、ちょっとまだ分からなかった。それは多分、最後の Harvey の話がそこにつながってく
るんだろうとは思うんですけど、もう少し何か具体例があれば、教えていただきたいなってい
うことです。やっぱり、軍事的合理性は、単に軍隊だけじゃなくて他にもいろいろありえるの
かもしれないなと思っていて、それこそ警察とかもあると思うし、もしかして、資本もあるか
もしれないし、その辺、どうなっているのかなっていうのを、聴かせていただけたらなと思い
ます。ということで、すみません、長くなりました。 
 
  
